
(57)【要約】

【課題】指の表面に補強紐などの突出部が接触すること

を回避することで、指に馴染みやすく、しかも指の形状

に合わせて湾曲し易いフィット感の良好な状態で装着す

ることができる野球用グラブを提供する点にある。

【解決手段】捕球面を構成する表面部材とこの表面部材

の反対側に位置する背面部材２とを備えた野球用グラブ

において、背面部材２を構成する複数の指袋のうちの少

なくとも１つの指袋６を、指の背面に接触可能な内側部

分６Ａと、内側部分６Ａの指袋の併設方向両側に縫着さ

れて連結されると共に指の左右両側面に接触可能な両側

部分６Ｂとから野球用グラブを構成した。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
捕 球 面 を 構 成 す る 表 面 部 材 と こ の 表 面 部 材 の 反 対 側 に 位 置 す る 背 面 部 材 と を 備 え た 野 球 用
グ ラ ブ に お い て 、 前 記 背 面 部 材 を 構 成 す る 複 数 の 指 袋 の う ち の 少 な く と も １ つ の 指 袋 を 、
指 の 背 面 に 接 触 可 能 な 内 側 部 分 と 、 こ の 内 側 部 分 の 指 袋 の 併 設 方 向 両 側 に 縫 着 さ れ て 連 結
さ れ る と 共 に 指 の 左 右 両 側 面 に 接 触 可 能 な 両 側 部 分 と か ら 構 成 し て な る 野 球 用 グ ラ ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 両 側 部 分 が 、 指 袋 の 先 端 を 構 成 す る 本 体 部 と 、 こ の 本 体 部 の 左 右 両 側 か ら 端 部 側 ほ ど
互 い に 離 間 す る ほ ぼ ハ の 字 状 に 延 び る 左 右 の 延 出 部 と か ら な る ほ ぼ 偏 平 で 二 股 状 に 構 成 さ
れ た も の で な り 、 前 記 左 右 の 延 出 部 の 遊 端 部 同 士 を 接 近 さ せ る こ と に よ り ほ ぼ 環 状 に な っ
た 前 記 両 側 部 分 を そ れ の 内 周 縁 側 ほ ど 前 記 内 側 部 分 側 に 位 置 し た 湾 曲 形 状 に 変 形 さ せ て 該
内 側 部 分 に 縫 着 し て な る 請 求 項 １ 記 載 の 野 球 用 グ ラ ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 両 側 部 分 が 、 前 記 本 体 部 の 左 右 方 向 ほ ぼ 中 心 部 で ２ 分 割 さ れ た ２ つ の 部 材 か ら な っ て
い る 請 求 項 ２ 記 載 の 野 球 用 グ ラ ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 内 側 部 分 の 前 記 両 側 部 分 と 縫 着 す る 縁 部 を 除 い た 中 央 部 分 に 該 縁 部 よ り も 上 方 に 突 出
す る 突 出 部 を 備 え さ せ 、 前 記 内 側 部 分 の 縁 部 を 前 記 両 側 部 分 の 裏 面 側 に 重 ね 合 わ せ て 縫 着
し て な る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 野 球 用 グ ラ ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 両 側 部 分 と 前 記 内 側 部 分 と を 補 強 紐 を 介 し て 縫 着 す る こ と に よ り 該 両 部 分 を 連 結 し て
な る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 野 球 用 グ ラ ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 指 袋 が 、 親 指 袋 、 人 差 し 指 袋 、 中 指 袋 、 薬 指 袋 、 小 指 袋 か ら な り 、 少 な く と も 人 差 し
指 袋 、 中 指 袋 、 薬 指 袋 を 、 前 記 内 側 部 分 と 両 側 部 分 と か ら 構 成 し て な る 請 求 項 １ ～ ５ の い
ず れ か に 記 載 の 野 球 用 グ ラ ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 指 に 馴 染 み や す く 、 フ ィ ッ ト 感 の 良 好 な 指 袋 を 備 え た 野 球 用 グ ラ ブ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
上 記 野 球 用 グ ラ ブ は 、 捕 球 面 を 構 成 す る 表 面 部 材 と こ の 表 面 部 材 の 反 対 側 に 位 置 す る 背 面
部 材 と を 備 え 、 前 記 背 面 部 材 を 構 成 す る 各 指 袋 を 、 皮 革 な ど か ら な る 左 右 ２ 枚 の 偏 平 な 部
材 を 所 定 の 細 い 左 右 幅 を 有 す る 補 強 紐 を 介 し て 縫 い 合 わ せ る こ と に よ り 仕 上 げ た も の が 知
ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ９ ５ ０ ３ １ ９ 号 公 報 （ 図 ２ 、 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 特 許 文 献 の 野 球 用 グ ラ ブ に よ れ ば 、 左 右 ２ 枚 の 偏 平 な 部 材 を 確 実 に 縫 い 合 わ せ る こ と
が で き る よ う に 補 強 紐 が そ れ ら の 偏 平 な 部 材 の 厚 み よ り も 厚 く 構 成 さ れ て い る も の で あ る
た め 、 指 袋 の 併 設 方 向 （ 左 右 方 向 ） ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 補 強 紐 が 指 袋 の 内 側 に 突 出 し た 状
態 に な っ て し ま う 。 そ の た め 、 そ の 指 袋 の 内 部 に 挿 入 し た 指 の 爪 側 の 表 面 に 接 触 す る 状 態
に な り 、 手 入 れ 感 が 悪 く （ 違 和 感 が あ り ） 、 グ ラ ブ に 馴 染 む ま で 多 く の 時 間 が か か っ て し
ま い 、 改 善 の 余 地 が あ っ た 。 尚 、 前 記 構 成 の 指 袋 の 内 面 側 に 薄 い シ ー ト 部 材 に て 内 張 を 形
成 す る こ と に よ っ て 、 補 強 紐 が 直 接 指 の 爪 側 の 表 面 に 接 触 す る こ と が な い も の の 、 特 に ボ
ー ル の 捕 球 時 に シ ー ト 部 材 を 介 し て 補 強 紐 の 感 触 が 伝 わ り 、 快 適 に 使 用 で き る も の と は 言
え な い も の で あ っ た 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-236731 A 2004.8.26



ま た 、 偏 平 な ２ 枚 の 部 材 を 縫 い 合 わ せ る だ け で は 、 指 袋 が 偏 平 な 形 状 の ま ま で あ る た め 、
挿 入 す る 各 指 の 外 形 、 つ ま り 断 面 形 状 が ほ ぼ 楕 円 形 の 指 に 沿 わ せ て （ 合 わ せ て ） 湾 曲 さ せ
て 、 指 を 良 好 に 入 れ る こ と が で き る 空 間 を 有 し た 指 袋 と す る こ と が で き ず 、 指 を ス ム ー ズ
に 指 袋 に 入 れ る こ と が で き な い だ け で な く 、 指 の 厚 み よ り も 指 を 入 れ る 上 下 方 向 の 空 間 が
小 さ い こ と か ら 、 指 を 表 裏 両 面 か ら 少 し 圧 迫 す る こ と に な り 、 フ ィ ッ ト 感 の 低 い も の に な
っ て い た 。 又 、 偏 平 な ２ 枚 の 部 材 を 縫 い 合 わ せ て 構 成 し た 指 袋 は 、 ボ リ ュ ー ム 感 が な い だ
け で な く 、 全 て の 指 袋 を 大 き な 曲 率 半 径 で か つ 緩 や か に 連 結 し て グ ラ ブ を 構 成 す る こ と が
難 し い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 が 前 述 の 状 況 に 鑑 み 、 解 決 し よ う と す る と こ ろ は 、 指 の 表 面 に 補 強 紐 な ど の 突 出 部
が 接 触 す る こ と を 回 避 す る こ と で 、 指 に 馴 染 み や す く 、 し か も 指 の 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 し
易 い フ ィ ッ ト 感 の 良 好 な 状 態 で 装 着 す る こ と が で き る 野 球 用 グ ラ ブ を 提 供 す る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 述 の 課 題 解 決 の た め に 、 捕 球 面 を 構 成 す る 表 面 部 材 と こ の 表 面 部 材 の 反 対 側
に 位 置 す る 背 面 部 材 と を 備 え た 野 球 用 グ ラ ブ に お い て 、 前 記 背 面 部 材 を 構 成 す る 複 数 の 指
袋 の う ち の 少 な く と も １ つ の 指 袋 を 、 指 の 背 面 に 接 触 可 能 な 内 側 部 分 と 、 こ の 内 側 部 分 の
指 袋 の 併 設 方 向 両 側 に 縫 着 さ れ て 連 結 さ れ る と 共 に 指 の 左 右 両 側 面 に 接 触 可 能 な 両 側 部 分
と か ら 、 野 球 用 グ ラ ブ を 構 成 し た 。
上 記 の よ う に 内 側 部 分 と こ の 内 側 部 分 の 指 袋 の 併 設 方 向 両 側 （ 左 右 両 側 ） に 縫 着 さ れ る 両
側 部 分 の ２ つ の 部 品 （ 部 材 ） か ら 野 球 用 グ ラ ブ を 構 成 す る こ と に よ っ て 、 指 の 背 面 （ 爪 側
の 面 ） に は 内 側 部 分 の 裏 面 が 接 触 す る こ と に な り 、 従 来 の よ う に 指 袋 の 左 右 中 央 に 内 部 に
突 出 す る 補 強 紐 が 接 触 す る こ と が な い 。 し か も 、 指 の 形 状 に 沿 わ せ て （ 合 わ せ て ） 指 袋 を
容 易 に 変 形 さ せ て 指 の 左 右 両 側 面 （ 指 の 背 面 と こ れ と 反 対 側 の （ 腹 側 ） 表 面 と の 間 に 位 置
す る 左 右 ２ つ の 側 面 の こ と ） に 指 袋 を 構 成 す る 両 側 部 分 を 沿 わ せ た 状 態 に す る こ と が で き
る だ け で な く 、 ボ リ ュ ー ム 感 を 出 す こ と が で き る と 共 に 、 指 袋 の 併 設 方 向 （ 左 右 方 向 ） に
お い て 全 て の 指 袋 を 大 き な 曲 率 半 径 で か つ 緩 や か に 連 結 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 両 側 部 分 が 、 指 袋 の 先 端 を 構 成 す る 本 体 部 と 、 こ の 本 体 部 の 左 右 両 側 か ら 端 部 側 ほ ど
互 い に 離 間 す る ほ ぼ ハ の 字 状 に 延 び る 左 右 の 延 出 部 と か ら な る ほ ぼ 偏 平 で 二 股 状 に 構 成 さ
れ た も の で な り 、 前 記 左 右 の 延 出 部 の 遊 端 部 同 士 を 接 近 さ せ る こ と に よ り ほ ぼ 環 状 に な っ
た 前 記 両 側 部 分 を そ れ の 内 周 縁 側 ほ ど 前 記 内 側 部 分 側 に 位 置 し た 湾 曲 形 状 に 変 形 さ せ て 該
内 側 部 分 に 縫 着 し て い る 。
上 記 の よ う に 二 股 状 に 構 成 さ れ た 両 側 部 分 を 構 成 す る 左 右 の 延 出 部 の 端 部 同 士 を 接 近 さ せ
る こ と に よ っ て 、 両 側 部 分 を そ れ の 内 周 縁 側 ほ ど 内 側 部 分 側 に 位 置 し た 湾 曲 形 状 に 変 形 さ
せ る こ と が で き 、 こ の 状 態 で 両 側 部 分 と 内 側 部 分 と を 合 わ せ て 両 者 を 縫 着 す る だ け で 指 袋
を 即 座 に 縫 製 す る こ と が で き る 。 ま た 、 左 右 の 延 出 部 が 互 い に な す 角 度 を 変 更 す る だ け で
両 側 部 分 の 湾 曲 度 合 い を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 両 側 部 分 を 、 前 記 本 体 部 の 左 右 方 向 ほ ぼ 中 心 部 で ２ 分 割 さ れ た ２ つ の 部 材 か ら 構 成 す
る こ と に よ っ て 、 請 求 項 ２ の よ う に 本 体 部 と 両 側 部 分 と が 一 体 と な っ た 形 状 の も の を 原 料
か ら 裁 断 す る 場 合 に 比 べ て 、 歩 留 ま り （ 使 用 原 料 に 対 す る 製 品 の 比 率 ） を 良 く す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 内 側 部 分 の 前 記 両 側 部 分 と 縫 着 す る 縁 部 を 除 い た 中 央 部 分 に 該 縁 部 よ り も 上 方 に 突 出
す る 突 出 部 を 備 え さ せ 、 前 記 内 側 部 分 の 縁 部 を 前 記 両 側 部 分 の 裏 面 側 に 重 ね 合 わ せ て 縫 着
す る こ と に よ っ て 、 外 部 に 露 呈 さ れ る 突 出 部 と 両 側 部 分 と を 段 差 の な い ほ ぼ 面 一 状 に 連 続
す る 面 を 形 成 し た 指 袋 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 両 側 部 分 と 前 記 内 側 部 分 と を 補 強 紐 を 介 し て 縫 着 す る こ と に よ り 両 部 分 を 連 結 す る こ
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と で 、 両 者 の 連 結 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 指 袋 が 、 親 指 袋 、 人 差 し 指 袋 、 中 指 袋 、 薬 指 袋 、 小 指 袋 か ら な り 、 少 な く と も 人 差 し
指 袋 、 中 指 袋 、 薬 指 袋 を 、 前 記 内 側 部 分 と 両 側 部 分 と か ら 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 及 び 図 ２ に 、 野 球 用 グ ラ ブ が 示 さ れ て お り 、 こ の 野 球 用 グ ラ ブ は 、 捕 球 面 を 構 成 す る
１ 枚 （ 複 数 枚 で 構 成 し て も よ い ） で な る 表 面 部 材 １ と 、 こ の 表 面 部 材 １ の 反 対 側 に 位 置 す
る 背 面 部 材 ２ と か ら な っ て い る 。 前 記 表 面 部 材 １ 及 び 背 面 部 材 ２ の そ れ ぞ れ は 、 一 般 に 天
然 皮 革 、 合 成 皮 革 、 こ れ ら と ほ ぼ 同 質 の 素 材 か ら 構 成 す る こ と が 望 ま し い が 、 他 の 素 材 か
ら 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 背 面 部 材 ２ は 、 ５ つ の 指 袋 、 つ ま り 親 指 袋 ３ 、 人 差 し 指 袋 ４ 、 中 指 袋 ５ 、 薬 指 袋 ６ 、
小 指 袋 ７ か ら 構 成 さ れ て い る が 、 必 ず し も ５ つ の 指 袋 か ら 構 成 し な く て も よ い が 、 少 な く
と も ２ つ 以 上 の 指 袋 か ら 構 成 す る こ と に な る 。 前 記 人 差 し 指 袋 ４ ～ 薬 指 袋 ６ の 各 指 袋 は 、
同 一 構 成 で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 指 袋 併 設 方 向 で ほ ぼ 中 央 に 位 置 し て 指 の 背 面 （ 爪 の
表 面 ） に 接 触 可 能 な 内 側 部 分 ４ Ａ 又 は ５ Ａ 又 は ６ Ａ と 、 こ の 内 側 部 分 の 指 先 側 と 左 右 両 側
と に 縫 着 さ れ て 連 結 さ れ る と 共 に 指 の 左 右 両 側 面 に 接 触 す る 両 側 部 分 （ 指 の 背 面 と こ れ と
反 対 側 の 表 面 と の 間 に 位 置 す る 左 右 横 側 部 分 の こ と ） ４ Ｂ 又 は ５ Ｂ 又 は ６ Ｂ と か ら 構 成 し
て い る 。
前 記 小 指 袋 ７ は 、 前 記 ３ つ の 指 袋 ４ ， ５ ， ６ の 構 成 と は 異 な り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 指 袋
併 設 方 向 で ほ ぼ 中 央 に 位 置 し て 指 の 背 面 （ 爪 の 表 面 ） に 接 触 可 能 な 内 側 部 分 ７ Ａ と 、 こ の
内 側 部 分 ７ Ａ の 指 袋 併 設 方 向 両 側 に 位 置 す る と 共 に 補 強 紐 ９ を 介 し て 連 結 さ れ 、 か つ 、 指
の 左 右 両 側 面 に 接 触 可 能 な ２ 枚 の 両 側 部 分 ７ Ｃ ， ７ Ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 又 、 前 記 親
指 袋 ３ は 、 図 示 し て い な い が 、 前 記 小 指 袋 ７ と 同 様 に 、 指 袋 併 設 方 向 で ほ ぼ 中 央 に 位 置 し
て 指 の 背 面 （ 爪 の 表 面 ） に 接 触 可 能 な 内 側 部 分 と 、 こ の 内 側 部 分 の 指 袋 併 設 方 向 両 側 に 位
置 す る と 共 に 後 述 す る 補 強 紐 を 介 し て 連 結 さ れ 、 か つ 、 指 の 左 右 両 側 面 に 接 触 可 能 な ２ 枚
の 両 側 部 分 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 １ で は 、 前 記 ３ つ の 指 袋 ４ ， ５ ， ６ を ２ 枚 の 部 材 で
構 成 す る と 共 に そ れ ら 両 部 材 を 補 強 紐 を 用 い な い で 連 結 す る 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 各
指 袋 の 長 手 方 向 の 可 撓 性 及 び 指 袋 併 設 方 向 に お け る 可 撓 性 を 優 れ た も の に す る こ と が で き
る 利 点 が あ る が 、 １ つ の 任 意 の 指 袋 の み ２ 枚 の 部 材 で 構 成 す る こ と も で き る し 、 又 、 ２ つ
～ ５ つ ま で の 任 意 の 数 の 指 袋 を ２ 枚 の 部 材 で 構 成 す る こ と も で き る が 、 内 側 に 位 置 す る ３
つ の 指 袋 ４ ， ５ ， ６ を 少 な く と も ２ 枚 の 部 材 で 構 成 す る こ と に よ っ て 、 可 撓 性 の 点 に お い
て 有 利 に な る 。
図 ８ 及 び 図 ９ に 、 小 指 袋 ７ を 内 側 部 分 ７ Ａ と そ れ の 外 周 縁 に 位 置 す る 両 側 部 分 ７ Ｂ の ２ 枚
の 部 材 で 構 成 し 、 親 指 袋 ３ も 同 様 に 内 側 部 分 ３ Ａ と そ れ の 外 周 縁 に 位 置 す る 両 側 部 分 ３ Ｂ
の ２ 枚 の 部 材 で 構 成 す る こ と が で き 、 全 て の 指 袋 を ２ 枚 の 部 材 で 構 成 す る こ と に よ っ て 、
各 指 袋 の 長 手 方 向 の 可 撓 性 及 び 指 袋 併 設 方 向 に お け る 可 撓 性 を よ り 一 層 優 れ た も の に す る
こ と が で き る 利 点 が あ る 。 又 、 各 指 袋 の 内 面 側 を 皮 革 な ど か ら な る シ ー ト 部 材 （ 指 袋 よ り
も 柔 軟 性 の あ る 材 料 で 構 成 す る 場 合 が 好 ま し い ） に よ り 更 に 覆 う こ と に よ り 、 指 袋 に 挿 入
さ れ る 指 に 対 す る 指 袋 か ら の 感 触 を 更 に 良 好 な も の に す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 述 し た よ う に 人 差 し 指 袋 ４ ～ 薬 指 袋 ６ ま で の 各 指 袋 は 、 い ず れ も 同 一 構 成 で あ る た め 、
薬 指 袋 ６ の み に つ い て 説 明 す れ ば 、 薬 指 袋 ６ の 両 側 部 分 ６ Ｂ は 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） 及 び
図 ４ に 示 す よ う に 、 薬 指 袋 ６ の 先 端 を 構 成 す る 本 体 部 ６ Ｃ と 、 こ の 本 体 部 ６ Ｃ の 左 右 両 側
か ら 端 部 側 ほ ど 互 い に 離 間 す る ほ ぼ ハ の 字 状 に 延 び る 左 右 の 延 出 部 ６ Ｄ ， ６ Ｅ と か ら な る
ほ ぼ 偏 平 で 二 股 状 に 構 成 さ れ た も の で な り 、 前 記 左 右 の 延 出 部 ６ Ｄ ， ６ Ｅ の 遊 端 部 ６ Ｇ ，
６ Ｆ 同 士 を 接 近 さ せ る こ と に よ り ほ ぼ 環 状 に な っ た （ 又 は 遊 端 部 ６ Ｆ ， ６ Ｇ 同 士 を 重 ね 合
わ せ て 環 状 に し て も よ い ） 前 記 両 側 部 分 ６ Ｄ ， ６ Ｅ を そ れ の 内 周 縁 側 ほ ど 内 側 部 分 ６ Ａ 側
（ 図 で は 上 方 ） に 位 置 し た 湾 曲 形 状 （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） に 変 形 さ せ 、 両 側 部 分 ６ Ｄ ， ６ Ｅ
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の 内 周 縁 と 前 記 内 側 部 分 ６ Ａ の 外 周 縁 と を 図 ３ （ ａ ） で 破 線 で 示 す 部 分 で 縫 着 し て い る 。
前 記 左 右 の 延 出 部 ６ Ｄ ， ６ Ｅ の な す 角 度 θ １ を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 す る 度 合 い （
角 度 ） を 調 節 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 前 記 角 度 を 、 図 ７ （ ａ ）
， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） で 示 し た 角 度 θ １ よ り も 小 さ な 角 度 θ ２ （ θ
１ ＞ θ ２ ） に 設 定 す る と 、 図 ３ （ ｂ ） の よ う な 緩 や か な 円 弧 を 描 く よ う に 湾 曲 す る の で は
な く 、 図 ７ （ ｂ ） の よ う に 直 線 に 近 い 円 弧 を 描 く こ と に な る 。 つ ま り 、 前 記 角 度 が 大 き く
な る に つ れ て 緩 や か な 大 き な 円 弧 を 描 く よ う に 湾 曲 す る こ と に な る た め 、 前 記 角 度 を 大 き
く す れ ば す る ほ ど 指 袋 の 内 部 空 間 Ｋ を 挿 入 さ れ る 指 Ｙ の 厚 み 方 向 （ 図 で は 上 下 方 向 ） に 大
き く 形 成 す る こ と が で き 、 指 袋 か ら 圧 迫 感 を 更 に 受 け る こ と が な い だ け で な く 、 指 が 指 袋
の 左 右 方 向 に 大 き く 移 動 す る こ と が な い よ う に 延 出 部 ６ Ｄ ， ６ Ｅ の 内 面 に て 接 当 阻 止 す る
こ と が で き る の で あ る 。 要 す る に 、 延 出 部 ６ Ｄ ， ６ Ｅ の 外 周 縁 間 の 距 離 （ 指 袋 の 左 右 幅 寸
法 ） Ｌ １ は 、 図 ７ （ ｂ ） よ り も 図 ３ （ ｂ ） の 方 が 小 さ く な る と 共 に 、 指 袋 の 中 央 の 一 番 突
出 し て い る 部 分 の 内 面 （ 下 面 ） か ら 前 記 表 面 部 材 １ （ 図 示 せ ず ） の 内 面 ま で の 距 離 （ 指 袋
の 上 下 高 さ 寸 法 ） Ｌ ２ は 、 図 ７ （ ｂ ） よ り も 図 ３ （ ｂ ） の 方 が 大 き く な り 、 指 を 挿 入 し 易
く 、 保 持 し 易 い 空 間 Ｋ を 確 保 す る こ と が で き る の で あ る 。 ま た 、 前 記 の よ う に 水 平 方 向 で
幅 を 有 す る 状 態 で 上 下 方 向 で 重 複 す る 両 側 部 分 ６ Ｂ の 内 周 縁 と 内 側 部 分 ６ Ａ の 外 周 縁 と を
縫 着 す る 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 補 強 紐 の よ う に 縫 着 面 積 の 少 な い も の を 介 し て 縫 着 す
る も の に 比 べ て 縫 着 作 業 が 容 易 に な る 利 点 が あ る 。
又 、 図 示 し て い な い が 、 前 記 本 体 部 ６ Ｃ を 左 右 方 向 ほ ぼ 中 心 部 で ２ 分 割 し て ２ つ の 延 出 部
６ Ｄ ， ６ Ｅ を 先 端 同 士 で 連 結 す る 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 図 ４ で 示 し た も の に 比 べ て 材
料 の 歩 留 ま り を 良 く す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に ３ つ の 部 材 、 つ ま り 内 側 部 分 ６ Ａ
、 ２ つ の 延 出 部 ６ Ｄ 、 ６ Ｅ を 前 記 小 指 袋 ７ の よ う に し て も よ い 。 つ ま り 、 内 側 部 分 ６ Ａ の
先 端 を 長 く し て 、 こ の 内 側 部 分 ６ Ａ の 左 右 両 側 に ２ つ の 延 出 部 ６ Ｄ 、 ６ Ｅ を 縫 着 し て 連 結
す る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 薬 指 袋 ６ （ 人 差 し 指 袋 ４ や 中 指 袋 ５ も 同 様 で あ る た め 、 薬 指 袋 ６ の み 説 明 す る ） に つ
い て 詳 述 す れ ば 、 薬 指 袋 ６ を 構 成 す る 内 側 部 分 ６ Ａ は 、 図 ３ （ ｂ ） 及 び 図 ４ に 示 す よ う に
、 ２ 枚 の 材 料 （ 皮 革 な ど で な る ） ６ ａ ， ６ ｂ を 重 ね 合 わ せ て （ １ 枚 の 材 料 を ２ つ に 折 り 畳
ん で も よ い ） 外 縁 を 縫 う こ と に よ り 一 端 に 開 口 が 形 成 さ れ た 袋 体 に し 、 こ の 袋 体 ６ Ａ の 内
部 に 該 袋 体 ６ Ａ の 外 形 よ り も 小 さ な 寸 法 の シ ー ト 材 ８ を 開 口 を 通 し て 挿 入 し た 後 、 表 裏 両
方 の 材 料 ６ ａ ， ６ ｂ の シ ー ト 材 ８ の 入 っ て い な い 外 周 縁 同 士 を 隙 間 の な い 状 態 で 重 ね 合 わ
せ る こ と に よ っ て 、 外 周 縁 を 密 着 さ せ て 、 内 側 部 分 ６ Ａ の 中 央 部 分 に 外 周 縁 部 ６ Ｈ よ り も
上 方 に 突 出 し た 突 出 部 ６ Ｉ を 備 え さ せ る よ う に し て い る が 、 材 料 自 体 が 中 央 部 分 の み 突 出
す る 形 状 の も の で 構 成 し て も よ い 。 そ し て 、 前 記 突 出 部 ６ Ｉ を 除 い た 外 周 縁 部 ６ Ｈ の 上 面
に 前 記 両 側 部 分 ６ Ｂ を 構 成 す る 本 体 部 ６ Ｃ 及 び 内 側 部 分 ６ Ｄ ， ６ Ｅ の 裏 面 が 接 触 す る よ う
に 上 方 か ら 重 ね 合 わ せ て 縫 着 す る （ 図 ３ （ ａ ） に 破 線 に て 示 し て い る 部 分 が 縫 っ た 部 分 で
あ る ） こ と に よ っ て 、 外 部 に 露 呈 さ れ る 突 出 部 ６ Ｉ の 表 面 と 両 側 部 分 ６ Ｂ の 表 面 と を 段 差
の な い ほ ぼ 面 一 状 に 連 続 す る 表 面 （ 上 面 ） に 形 成 す る こ と が で き る よ う に し て い る が 、 突
出 部 ６ Ｉ を 省 略 し た も の で あ っ て も よ い 。 前 記 の よ う に 水 平 方 向 で あ る 程 度 の 幅 を 有 す る
状 態 で 上 下 方 向 で 重 ね 合 わ せ た 内 側 部 分 ６ Ｄ ， ６ Ｅ と 縁 部 ６ Ｈ と を 縫 う こ と に よ っ て 、 図
５ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 幅 の 狭 い 補 強 紐 ９ を 介 し て 内 側 部 分 ６ Ａ と 両 側 部 分 ６ Ｂ
と を 縫 う 場 合 に 比 べ て 縫 着 作 業 が し 易 い と い っ た 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 前 記 薬 指 袋 ６ （ 他 の 指 袋 も 同 様 に ） を 、 図 ５ に 示 す よ う に 構 成 し て 実 施 し て も よ い
。 つ ま り 、 薬 指 袋 ６ の 両 側 部 分 ６ Ｂ と 前 記 内 側 部 分 ６ Ａ と を 補 強 紐 ９ を 介 し て 縫 着 し て 両
部 分 ６ Ｂ ， ６ Ａ を 連 結 し て 、 両 部 分 ６ Ｂ ， ６ Ａ の 連 結 強 度 を 更 に 高 め る よ う に し て も よ い
。 尚 、 図 ５ （ ｂ ） で は 、 内 側 部 分 ６ Ａ の 外 周 縁 ６ Ｇ 及 び 両 側 部 分 ６ Ｂ の 内 周 縁 ６ ｇ を 内 側
へ 折 り 込 む こ と に よ り 補 強 紐 ９ の 一 部 の み が 薬 指 袋 ６ に て 形 成 さ れ る 空 間 Ｋ 内 に 突 出 す る
こ と が な い よ う に し て い る 。 又 、 図 ５ （ ｂ ） で は 挿 入 さ れ た 指 Ｙ の 左 右 の 横 側 部 上 端 に 補
強 紐 ９ ， ９ が 位 置 す る 状 態 に な っ て い る が 、 補 強 紐 ９ ， ９ の 左 右 方 向 の 間 隔 を 更 に 大 き く
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す る こ と に よ り 、 指 Ｙ の 左 右 の 横 側 部 上 端 に 補 強 紐 ９ ， ９ が 位 置 し な い よ う に す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 前 記 薬 指 袋 ６ （ 他 の 指 袋 も 同 様 に ） を 、 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 構 成 し て
実 施 し て も よ い 。 つ ま り 、 薬 指 袋 ６ の 両 側 部 分 ６ Ｂ の 内 周 縁 ６ Ｉ に 内 側 部 分 ６ Ａ の 外 周 縁
６ Ｈ を 上 方 か ら 重 ね 合 わ せ て 、 両 部 分 ６ Ｂ ， ６ Ａ の 重 な り 合 っ た 部 分 ６ Ｉ ， ６ Ｈ を 縫 い 合
わ せ て （ 図 ６ （ ａ ） の 破 線 に て 示 し て い る ） 、 薬 指 袋 ６ を 構 成 し て い る 。 こ の 場 合 も 、 前
述 同 様 に 水 平 方 向 で あ る 程 度 の 幅 を 有 す る 状 態 で 上 下 方 向 で 重 ね 合 わ せ た 部 分 ６ Ｉ と ６ Ｈ
と を 縫 う こ と に よ っ て 、 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 幅 の 狭 い 補 強 紐 ９ を 介 し て 内
側 部 分 ６ Ａ と 両 側 部 分 ６ Ｂ と を 縫 う 場 合 に 比 べ て 縫 着 作 業 が し 易 い と い っ た 利 点 が あ る 。
図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） で は 、 薬 指 袋 ６ の 両 側 部 分 ６ Ｂ の 内 周 縁 ６ Ｉ に 内 側 部 分 ６ Ａ の 外 周 縁
６ Ｈ を 上 方 か ら 重 ね 合 わ せ た が 、 こ れ と は 反 対 に 薬 指 袋 ６ の 内 側 部 分 ６ Ａ に 両 側 部 分 ６ Ｂ
の 内 周 縁 ６ Ｉ を 上 方 か ら 重 ね 合 わ せ て 実 施 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
内 側 部 分 と こ の 内 側 部 分 の 左 右 両 側 に 縫 着 さ れ る 両 側 部 分 の ２ つ の 部 品 （ 部 材 ） か ら 野 球
用 グ ラ ブ を 構 成 す る こ と に よ っ て 、 指 の 背 面 （ 爪 側 の 面 ） に は 内 側 部 分 の 偏 平 又 は 緩 や か
な 湾 曲 し た 裏 面 が 接 触 す る こ と に な り 、 従 来 の よ う に 指 袋 の 左 右 中 央 に 内 部 に 突 出 す る 補
強 紐 が 直 接 接 触 す る 又 は 内 張 で あ る シ ー ト 部 材 を 介 し て 間 接 的 に 接 触 す る こ と が な い か ら
、 指 に 馴 染 み や す く 、 し か も 、 指 の 形 状 に 合 わ せ て 指 袋 を 容 易 に 湾 曲 さ せ て 指 の 左 右 両 側
面 に 指 袋 を 構 成 す る 両 側 部 分 を 沿 わ せ た 状 態 に す る こ と が で き 、 挿 入 し た 指 の 形 状 に で き
る だ け 合 致 さ せ て 指 を 包 み 込 む こ と が で き る 構 成 と す る こ と で フ ィ ッ ト 感 の 良 好 な 状 態 で
装 着 す る こ と が で き る 野 球 用 グ ラ ブ を 提 供 す る こ と が で き る 。 し か も 、 両 側 部 分 を 湾 曲 さ
せ る こ と に よ っ て 、 指 袋 に ボ リ ュ ー ム 感 を 出 す こ と が で き 、 意 匠 感 を 良 好 に す る こ と が で
き る だ け で な く 、 指 袋 の 併 設 方 向 （ 左 右 方 向 ） に お い て 全 て の 指 袋 を 大 き な 曲 率 半 径 で か
つ 緩 や か に 連 結 す る こ と で グ ラ ブ 全 体 の 形 状 を 捕 球 に 適 し た 湾 曲 形 状 に す る こ と が 容 易 に
な り 、 購 入 後 の グ ラ ブ に 癖 付 け す る 必 要 が 無 く な る な ど の 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
二 股 状 に 構 成 さ れ た 両 側 部 分 を 構 成 す る 左 右 の 延 出 部 の 遊 端 部 同 士 を 接 近 さ せ る こ と に よ
っ て 、 両 側 部 分 を そ れ の 内 周 縁 側 ほ ど 内 側 部 分 側 （ 上 方 ） に 位 置 し た 湾 曲 形 状 に 変 形 さ せ
る こ と が で き 、 こ の 状 態 で 両 側 部 分 と 内 側 部 分 と を 合 わ せ て 両 者 を 縫 着 す る だ け で 指 袋 を
即 座 に 縫 製 す る こ と が で き る 製 造 面 に お い て 有 利 に な る 。 ま た 、 左 右 の 延 出 部 が な す 角 度
を 変 更 す る だ け で 両 側 部 分 の 湾 曲 度 合 い を 変 更 す る こ と が で き 、 い ろ ん な 種 類 の 野 球 用 グ
ラ ブ を 容 易 に 設 計 す る こ と が 可 能 に な り 、 設 計 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
両 側 部 分 を 、 本 体 部 の 左 右 方 向 ほ ぼ 中 心 部 で ２ 分 割 さ れ た ２ つ の 部 材 か ら 構 成 す る こ と に
よ っ て 、 請 求 項 ２ の よ う に 本 体 部 と 両 側 部 分 と が 一 体 と な っ た 形 状 の も の を 原 料 か ら 裁 断
す る 場 合 に 比 べ て 、 歩 留 ま り （ 使 用 原 料 に 対 す る 製 品 の 比 率 ） を 良 く す る こ と が で き 、 製
造 コ ス ト 面 に お い て 有 利 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
内 側 部 分 の 縁 部 の う ち 、 両 側 部 分 と 縫 着 す る 縁 部 を 除 い た 中 央 部 分 に 該 縁 部 よ り も 上 方 に
突 出 し た 突 出 部 を 備 え さ せ 、 内 側 部 分 の 縁 部 を 両 側 部 分 の 裏 面 側 に 重 ね 合 わ せ て 縫 着 す る
こ と に よ っ て 、 外 部 に 露 呈 さ れ る 突 出 部 と 両 側 部 分 と を 段 差 の な い ほ ぼ 面 一 状 に 連 続 す る
面 を 形 成 す る こ と が で き 、 突 出 し た 部 分 の み が 摺 れ て そ の 部 分 が 早 期 に 傷 む こ と が な い だ
け で な く 、 意 匠 的 に も 優 れ た 野 球 用 グ ラ ブ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
両 側 部 分 と 内 側 部 分 と を 補 強 紐 を 介 し て 縫 着 し て 両 部 分 を 連 結 す る こ と に よ っ て 、 連 結 強
度 を 更 に 高 め る こ と が で き 、 特 に 連 結 強 度 を 必 要 と す る 指 袋 に お い て 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 背 面 部 材 側 か ら 見 た 野 球 用 グ ラ ブ の 背 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 捕 球 面 側 か ら 見 た 野 球 用 グ ラ ブ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 人 差 し 指 袋 を 示 し 、 （ ａ ） は そ れ の 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 長 手 方 向 ほ
ぼ 中 央 部 で 切 断 し た と き の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 人 差 し 指 袋 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 別 の 小 指 袋 を 示 し 、 （ ａ ） は そ れ の 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 長 手 方 向 ほ
ぼ 中 央 部 で 切 断 し た と き の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 別 の 小 指 袋 を 示 し 、 （ ａ ） は そ れ の 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 長 手 方 向 ほ
ぼ 中 央 部 で 切 断 し た と き の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 別 の 人 差 し 指 袋 を 示 し 、 （ ａ ） は そ れ の 分 解 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） を 一
体 化 し て 人 差 し 指 袋 を 構 成 し 、 そ れ を 長 手 方 向 ほ ぼ 中 央 部 で 切 断 し た と き の 縦 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 背 面 部 材 側 か ら 見 た 別 の 野 球 用 グ ラ ブ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 親 指 袋 の 具 体 的 構 成 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 表 面 部 材 　 　 　 　 　 ２ 　 背 面 部 材
３ 　 親 指 袋 　 　 　 　 　 　 ４ 　 人 差 し 指 袋
５ 　 中 指 袋 　 　 　 　 　 　 ６ 　 薬 指 袋
４ Ａ ， ５ Ａ ， ６ Ａ ， ７ Ａ 　 内 側 部 分
４ Ｂ ， ５ Ｂ ， ６ Ｂ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ 　 両 側 部 分
６ Ｄ ， ６ Ｅ 　 延 出 部 　 　 ６ Ｈ 　 縁 部
６ Ｉ 　 突 出 部 　 　 　 　 　 ６ Ｃ 　 本 体 部
６ ａ ， ６ ｂ 　 材 料 　 　 　 ６ Ｆ ， ６ Ｇ 　 遊 端 部
６ Ｇ 　 外 周 縁 　 　 　 　 　 ６ Ｉ 　 外 周 縁
６ ｇ 　 内 周 縁 　 　 　 　 　 ６ Ｈ 　 内 周 縁
７ 　 小 指 袋 　 　 　 　 　 　 ８ 　 シ ー ト 材
９ 　 補 強 紐 　 　 　 　 　 　 Ｋ 　 内 部 空 間
Ｙ 　 指 　 　 　 　 　 　 　 　 θ １ 　 角 度
θ ２ 　 角 度
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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